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はじめに 

2050年には東京以外の全ての都道府県で人口が今より減り、うち２割は30%以上減るという推計が国

立社会保障・人口問題研究所から発表され、徳島県でも現在の72万人から33.2％減少して48万になると

予測されている。まさに、現在の移住政策から脱皮して、人口減少社会を肯定した持続可能な社会シス

テムの根本的な変革が必要だと感じる。 

さて、私が関わる移住支援団体が2024年４月に新しい地域おこし協力隊員を受け入れる。彼は現役大

学卒業生で、「就職の内定をもらったが自分のやりたいことができない気がする・・・会社の一員ではな

く、３年間で自分の可能性を試してみたい」と語る。「そんな甘い社会じゃない」と言いたいが、清々し

くもあり、羨ましくもある。人生で最も新鮮な世代の彼が阿南市を選んでくれたことは素直に嬉しく、

責任を感じるともに、「人が少ないからこそ自分が主役になれる」楽しさを知ってほしい。 

支局が開設されて７年、自治体や関係機関、地域の人たちの支援をいただき、活動の輪が広がってき

たことを実感しつつ一年の歩みを報告したい。  

 

地域との連携活動 

本年も大学地域創生ソリューションパートナーである（株）すだっち阿南と一体となって、阿南市と

の連携協定に基づく受託研究事業を柱に様々な活動を展開した。 

 

① 関係人口を核としたシティプロモーションの検証 

地域構想研究所の中島ゆき主任研究員と連携

して、高校の地域体験学習がふるさとへの愛着や

将来の地元回帰に好影響を与えるという仮説の

もと、市内５校を対象にアンケートを実施し約

700人から回答を得た。設問は阿南市の移住担当

や各校教員とも協議を重ね、高校生への個別ヒア

リングも実施。集計・分析の結果、仮説を実証す

る成果があった。 

一方、阿南市の人や企業、イベントや街の話題

などを幅広く発信するために開設した WEB サイ

ト「阿南人」は、SNS 発信を強化したことで、ア

クセス、フォロワー数とも大幅に増加。特に、地

域実習阿南班の学生が制作した商店街の店舗を紹介する動画は大きな反響を呼び、総リーチ数は１万回

を超えた。 

 



② 定住促進や若者の人材育成 

昨年に続いて、高校生と地域をつなぐ活動を積

極的に支援した。その一つが商店街の活性化イベ

ント「あなんまちマルシェ」で、店主たちと高校生

の企画委員を募集。応募者７人が３チームに分か

れてマルシェを盛り上げる企画を自分たちで考え

て実施。高校生は自分のアイデアが実現すること

で、これまでのボランティアでは味わえないやり

がいを感じたようで、終了後もメンバーのつなが

りが継続し、支局を中心に高校生のサークルが誕

生しつつある。さらに、文化祭以外でバンドやダンスの発表機会がないとの相談を受け、マルシェで高

校生ライブを開催。今では各地のイベントから声がかかるダンスチームもある。また、高校訪問がきっ

かけで本学職員の土屋光（阿南実習１期生）さんが阿南光高校で出前授業を行い、自身が感じた阿南の

魅力や大正大学の取組を発表した。 

 

③ SDGs の推進 

阿南市 SUPタウンプロジェクトと連動して、淡島海岸の環境調査、清掃、特定外来種ナルトサワギク

の駆除を行った。また、「ゼロカーボンあなん」の意識を高めるため、市職員対象の SDGs・脱炭素セミ

ナーを開催したほか、SDGsの市民活動を紹介するパンフレットを制作した。 

 

④ 地域循環共生圏の推進 

環境と経済の好循環を実践する「チャレンジ都市

阿南創造事業」で、事業を評価する検討委員会や採

択者の伴走型フォローアップを担当し、地域構想研

究所の岩浅有記准教授にもアドバイザーを務めて

いただいた。今回は自然エネルギーや食品ロス、エ

コ、環境改良を実践する「キッチンカー、マフィン

の製造、竹炭の新たな活用」などの事業で現地ヒア

リングを重ねてアドバイスを行った。 

 

⑤ 県南キャンパス事業 

 

「四国の右下」若者創生協議会の補助金を活用し、

実習での取材や動画配信をまとめた冊子「阿南人」

を制作したほか、ガモールの学生スタッフと阿南市

の産業イベント「活竹祭」に出店し、連携自治体の

特産品や大正大学の取組を多くの来場者に知って

もらうことができた。 

 

 



⑥ その他 

少人数のセミナーで事業所を知ってもらう「ま

ちゼミ」で中高生とのワークショップや小学校で

の出前授業、移住支援団体と連携したモニターツ

アー、地域おこし協力隊のサポート、商工会議所と

の意見交換会など多面的に活動を展開した。大学

関係では、地域実習や人材育成塾等での市役所と

の連絡調整のほか、３年生の地域実習も積極的に

支援。４人中３人が２年連続の阿南実習となり、お

遍路、交流の場づくり、野球のまち、竹の商品開発

など、地域との交流が一層深まった実習となった。 

 

 

 

 

今後の活動方針 

高校生との関わりを重視してきた支局に呼応し

たかのように、近年、阿南駅前や商店街の賑わ

い、さらに将来のまちづくりの担い手として高校

生にかける周囲の期待が高まっている。 

そして、その可能性は支局に集いはじめた高校

生たちが証明する。そこでさらに支局を「自習・

体験交流・まちネタ・ボランティア・進路・遊

び・・」ができる「すだっち倶楽部（仮称）」と

して稼働したいとルール作りに着手。 

継続事業と並行しながら、「地域と、活動したい高校生をつなぐプラットフォーム」を目指して取組

んでみたいと考えている。 

 


